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トランキング用に新しいNFSサーバとエクスポート
を設定する

トランキングが有効なNFSサーバを作成する

ONTAP 9.14.1以降では、NFSサーバでトランキングを有効にできます。NFSv4.1

は、NFSサーバの作成時にデフォルトで有効になります。

作業を開始する前に

SVMの条件：

• クライアントのデータ要件に対応する十分なストレージを基盤としています。

• NFSに対して有効にします。

• NFSトランキング専用。他のクライアントは設定しないでください。

手順

1. 適切なSVMが存在しない場合は作成します。

vserver create -vserver svm_name -rootvolume root_volume_name -aggregate

aggregate_name -rootvolume-security-style unix -language C.UTF-8

2. 新しく作成した SVM の設定とステータスを確認します。

vserver show -vserver svm_name

の詳細を確認してください "SVMを作成する。"

3. NFSサーバを作成します。

vserver nfs create -vserver svm_name -v3 disabled -v4.0 disabled -v4.1 enabled

-v4.1-trunking enabled -v4-id-domain my_domain.com

4. NFS が実行されていることを確認します。

vserver nfs status -vserver svm_name

5. NFS が必要に応じて設定されていることを確認します。

vserver nfs show -vserver svm_name

の詳細を確認してください "NFSサーバの設定"

完了後

必要に応じて次のサービスを設定します。

• "DNS"

• "LDAP"
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• "Kerberos"

ネットワークをトランキング用に準備する

NFSv4.1トランキングを利用するには、トランキンググループ内のLIFが同じノードに配
置され、同じノードにホームポートがある必要があります。LIFは、同じノードのフェイ
ルオーバーグループに設定する必要があります。

このタスクについて

LIFとNICを1対1でマッピングするとパフォーマンスが最大限に向上しますが、トランキングを有効にする必
要はありません。少なくとも2つのNICをインストールするとパフォーマンスが向上しますが、必須ではあり
ません。

複数のフェイルオーバーグループを設定できますが、トランキングのフェイルオーバーグループにはトランキ
ンググループに含めるLIFだけを指定する必要があります。

フェイルオーバーグループの接続（および基盤となるNIC）を追加または削除するときは、常にトランキング
フェイルオーバーグループを調整する必要があります。

作業を開始する前に

• フェイルオーバーグループを作成する場合は、NICに関連付けられているポート名を確認しておく必要が
あります。

• すべてのポートが同じノード上にある必要があります。

手順

1. 使用するネットワークポートの名前とステータスを確認します。

network port status

2. フェイルオーバーグループを作成します。

network interface failover-groups create -vserver svm_name -failover-group

failover_group_name -targets ports_list

フェイルオーバーグループは必須ではありませんが、使用することを強く推奨します。

◦ svm_name は、NFSサーバが含まれているSVMの名前です。

◦ ports_list は、フェイルオーバーグループに追加するポートのリストです。

ポートは_node_name：port_number_の形式で追加します（例：node1：e0c）。

次のコマンドは、SVM vs1にフェイルオーバーグループfg3を作成し、ポートを3つ追加します。

network interface failover-groups create -vserver vs1 -failover-group fg3

-targets cluster1-01:e0c,cluster1-01:e0d,cluster1-01:e0e

の詳細を確認してください "フェイルオーバーグループ："
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3. 必要に応じて、トランキンググループのメンバー用のLIFを作成します。

network interface create -vserver svm_name -lif lif_name -home-node node_name

-home-port port_name -address IP_address -netmask IP_address [-service-policy

policy] [-auto-revert {true|false}]

◦ -home-node - network interface revertコマンドをLIFで実行したときにLIFが戻るノード。

を使用して、LIFをホームノードおよびホームポートに自動的にリバートするかどうかを指定すること

もできます -auto-revert オプション

◦ -home-port は、network interface revertコマンドをLIFに対して実行したときにLIFが戻る物理ポート
または論理ポートです。

◦ でIPアドレスを指定できます -address および -netmask オプション（ではなく） -subnet オプシ
ョン

◦ 別のIPサブネットにクライアントまたはドメインコントローラがある場合は、IPアドレスを割り当て

るときに、ゲートウェイへのデフォルトルートの設定が必要になることがあります。。 network

route create のマニュアルページには、SVM内での静的ルートの作成に関する情報が記載されてい
ます。

◦ -service-policy - LIFのサービスポリシー。ポリシーを指定しない場合、デフォルトのポリシーが

自動的に割り当てられます。を使用します network interface service-policy show 使用可
能なサービスポリシーを確認するためのコマンド。

◦ -auto-revert -起動時、管理データベースのステータスが変わったとき、ネットワーク接続が確立
されたときなどの状況で、データLIFがホームノードに自動的にリバートされるかどうかを指定しま
す。デフォルト設定はfalseですが、環境内のネットワーク管理ポリシーに応じてtrueに設定できま
す。

トランキンググループ内のすべてのLIFに対してこの手順を繰り返します。

次のコマンドを実行すると、 lif-A SVM用 vs1、ポート e0c ノード cluster1_01：

network interface create -vserver vs1 -lif lif-A -service-policy ??? -home

-node cluster1_01 -home-port e0c -address 192.0.2.0

の詳細を確認してください "LIFの作成"

4. LIFが作成されたことを確認します。

network interface show

5. 設定したIPアドレスに到達できることを確認します。

対象 使用

IPv4 アドレス network ping

IPv6アドレス network ping6
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クライアントアクセス用のデータのエクスポート

データ共有へのクライアントアクセスを許可するには、ボリュームを1つ以上作成し、ボ
リュームに少なくとも1つのルールが設定されたエクスポートポリシーを設定する必要が
あります。

クライアントのエクスポート要件：

• Linuxクライアントでは、トランキング接続ごと（つまりLIFごと）に、個別のマウントと個別のマウント
ポイントが必要です。

• VMwareクライアントでは、複数のLIFを指定したエクスポートされたボリュームに対してマウントポイン
トが1つだけ必要です。

VMwareクライアントには、エクスポートポリシーでルートアクセスが必要です。

手順

1. エクスポートポリシーを作成する

vserver export-policy create -vserver svm_name -policyname policy_name

ポリシー名に指定できる文字数は最大 256 文字です。

2. エクスポートポリシーが作成されたことを確認します。

vserver export-policy show -policyname policy_name

例

次のコマンドは、 vs1 という SVM で、 exp1 という名前のエクスポートポリシーを作成し、作成を確認
します。

vs1::> vserver export-policy create -vserver vs1 -policyname exp1

3. エクスポートルールを作成して既存のエクスポートポリシーに追加します。

vserver export-policy rule create -vserver svm_name -policyname policy_name

-ruleindex integer -protocol nfs4 -clientmatch { text | "text,text,…" }

-rorule security_type -rwrule security_type -superuser security_type -anon

user_ID

。 -clientmatch パラメータには、エクスポートをマウントするトランキング対応のLinuxまた
はVMwareクライアントを指定する必要があります。

の詳細を確認してください "エクスポートルールを作成しています。"

4. ジャンクションポイントを指定してボリュームを作成します。

volume create -vserver svm_name -volume volume_name -aggregate aggregate_name

-size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style unix -user user_name_or_number

-group group_name_or_number -junction-path junction_path -policy

export_policy_name
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詳細はこちら "ボリュームを作成します。"

5. 目的のジャンクションポイントでボリュームが作成されたことを確認します。

volume show -vserver svm_name -volume volume_name -junction-path

クライアントマウントの作成

トランキングをサポートするLinuxおよびVMwareクライアントは、トランキングが有効
になっているONTAP NFSv4.1サーバからボリュームまたはデータ共有をマウントできま
す。

クライアントでmountコマンドを入力する場合は、トランキンググループ内の各LIFのIPアドレスを入力する
必要があります。

詳細はこちら "サポートされるクライアント"。

Linuxクライアントの要件

トランキンググループ内の接続ごとに、個別のマウントポイントが必要です。

次のようなコマンドを使用して、エクスポートしたボリュームをマウントします。

mount lif1_ip:/vol-test /mnt/test1 -o vers=4.1,max_connect=16

mount lif2_ip:/vol-test /mnt/test2 -o vers=4.1,max_connect=16

バージョン (vers）の値は次のとおりです。 4.1 以降が必要です。

。 max_connect 値は、トランキンググループ内の接続数に対応します。

VMwareクライアントの要件

トランキンググループ内の各接続のIPアドレスを含むMOUNTステートメントが必要です。

次のようなコマンドを使用して、エクスポートしたデータストアをマウントします。

#esxcli storage nfs41 -H lif1_ip, lif2_ip -s /mnt/sh are1 -v nfs41share

。 -H 値はトランキンググループの接続に対応します。
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